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Multilingual Youth Camp 2024 in Tokyo（MYC）
18～30 歳のユース世代による合宿。今年で 7 回目、10 月12 〜 13 日、
東京にて 120 人が参加。今回のテーマは、「あなたの体験発、世界行き 
新しい国際交流を考える」。台湾やスペインなど海外から参加したユース
と共にグループに分かれディスカッションが行われ、2日目の多世代ワー
クショップではユニークなプレゼンテーションが繰り広げられました。
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Caballeros Camp／カバジェロスキャンプ
成人男性メンバーだけが参加できる合宿。10 月 19 ～20 日、千葉県に
総勢 250 名が集結。
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新人フェロウ合宿
全国の新人フェロウが参加した合宿。10 月 13 〜 14 日、東京にて 36
人が宿泊。翌日は誰でも参加できるワークショップも開催。
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「男たち」  Los caballeros
（2022年）

「ミアモール」  Mi amor
（2022年）

コロナ禍も収まり、制限なくたくさんの人が集まる会ができるようになりました。自粛気味だった合宿も各地で再開されています。
この秋に有志によって開催された合宿の中からいくつか紹介します。地域をこえて同じ立場の人たちが集まって、絆を深め、また自分
の地域・ファミリーに帰っていくことで全体としてのつながりが広がっていくきっかけになりました。



|2024年夏の青少年交流|

| ヒッポの高校留学受け入れ イヤロン in JAPAN|
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今年の夏は、8つの国と地域で9つのコース（アメリカ・マレーシア・韓国航路と空路2コース・メキシコ・オーストラリア・台湾のホームステイ交
流、中国太湖大学堂小学生キャンプ、オンライン交流としてロシア）を実施しました。小学3年生から大学生年代まで総勢484名が各国でホー
ムステイやキャンプに参加。マレーシアやオーストラリアでは現地の学校にも通いました。

日本の高校に通う留学生を約1年間受け入れするプログラム。
春にブラジル・タイ・韓国から12名が、夏にタイ・イタリ
ア・スペイン・デンマーク・フィンランド・アメリカ・メキ
シコ・ノルウェーから21名が来日。

▲印象に残った文化の違い（文集より）
（K. K. さん・中 1／東京都・ここだよ！F）

ホームステイでは楽しい事がいっぱいあります。たとえば夜
市に行ったりクレーンゲームをやったりした事です。特に夜
市に行った事が楽しかったです。なぜなら、バイク（原付み
たいなの）で行き風が気持ちよかったです。そして夜市で輪
投げや羊肉の串を食べたりしたからです。（＾ ）^
困っている事は特にないです。あるとすればおいしそうな料
理がいっぱいありどれからたべるかまよう事です。

（現地から本部に届いたハガキより）（T. R. さん・小 6 ／東
京都・にじいろ F）

▲夏休みはやりたいことがいっぱいできて、ホストファミリーと一緒に
時間を過ごすことができた、とても幸せでした🥺❤（まだ学校を始め
たくないですすすす～笑笑）

（S. S. さん・16 歳／タイ・東京都・グラッチェッ F）

▼ 2024 年 8 月のマンスリーレポートより（一部抜粋）

アメリカ

オーストラリア

ロシア韓 国

中国・太湖大学堂

台 湾

メキシコ

マレーシア

▲オンラインで 継 続して 
いるロシア交流。お揃いの
Zoom 背景で対面式に。

学校では、バディが面白い子で、すぐに仲良く
なれました。バディの友達とも一緒に絵をかいた
り、たくさん話してすごく仲良くなれました。バディ
とはあまり接点がないけど自分が仲良くなりた
い子には頑張って話しかけたりしてたくさんお友
達ができました。（感想文より）（K. M. さん・中
2 ／神奈川県・楽（らら）F）

中国の太湖では、たくさんの友達ができました。
私がこまっている時にやさしく英語で話してくれた
り、とてもやさしい子と友達になれてとても楽し
い太湖でした。一人で行動も、できるようになり
ました。同じ部屋の子に「あなたと出会えてうれ
しいです」と中国語で言えてうれしかった。仲良
くしてくれてありがとうと感じました。また、太湖
大学堂に行きたいです。（感想文より）（W. A. さ
ん・小 4 ／東京都・グラッチェッ F）

留学生たちはみんな毎月 1 回マ
ンスリーレポートを書き、学校に
提出します。ウラ面にはホストファ
ミリー、担任の先生、フェロウの
コメントももらいます。集まった
レポートのオモテ面は 1 冊の冊子
にまとめられ、表紙イラストも留
学生有志の手描きです。▶



帰国ほやほやの動画より

|ヒッポの高校留学 Year Long Program（イヤロン／YL）|

ヒッポの交流って何？

07

ホームステイをしながら現地の高校に約1年間通うプログラム。2023年春夏に出発した82名の高校生たちがタイ・アメリカ・イタリア・カナダ・
スペイン・ドイツ・フランス・ベルギー・メキシコから帰国。23年度、冬に出発した11名の高校生たちも、オーストラリア・アルゼンチン・ブラジ
ルから、11～12月に順次帰国しています。慣れ親しんだ環境から世界各地へ飛び出して、ことばも心も大きく成長しました。

*【榊原さん】ヒッポの多言語自然習得活動の提唱者、榊原陽氏のこと

年齢・性別・地域（国）関係なく、赤ちゃ
んのように平らにことば（多言語）を自然習
得しながら人と交流をするという活動の先
に、日本＆世界の人と家族のような関係性を作りながら繋
がっていこうというのがヒッポの交流です。そのポイント
は外側の見えるものだけではなく内側（ホームステイ）に
入って、いつも自分（ことば）を見つけていく旅なのでは
ないかと思っています。

榊原さん* がいつも「一人の子ども（人間）に起こったこ
とは、その環境さえあれば全ての子どもに起こること！ 
特別な子どもはいないよ！」「参加したいと意思表示をし
た子（人）には、全力でその子（人）の環境（広い世界）が
出来るように努力をしたい。それは一人ではできないの
で、みんなでたくさんの人にヒッポの話をしながら創って
いきましょうね」と言われていたことを思い出します。

今年の夏に 37 名の青少年たちと一緒に韓国交流に出か
けました。9 年ぶりのソウルの街。全てがハングル文字、
高層で巨大なマンション群、驚くばかりの AI 化に圧倒さ
れました。店員がいないカラオケ店や喫茶店。スマホを見
ながら歩く人が上を見ていないので、足元の道路にも信号

と連動して赤や青の電気の帯がキラキラ光っている。
でもホームステイに入って、韓国の温かい家族の愛と笑

顔に触れると、昔も今も変わらない人間の本質に感動する
のです。初めての国、家族、韓国語の波の中で日本の子ど
もたちがホームシックになるのは当たり前。でも、「よく
来たねえ～」と我が子と同じように抱きしめてくれるホス
ト家族たち。たくさんの食べ物を出してもらって「マニモ
ゴ！」と言われながら一緒に生活するうちに、どの子も自
分の精一杯で人に寄り添い、自分にできることを探し、そ
の家の家族になっていくのです。
「ヒンドロワヨ～（大変）」とか言いながら、「自分もこ

の子からたくさんのものを学びました」と言ってくれるホ
スト家族にも感動です。こういう信頼の中から自分のこと
ばが生まれてくるのだと思います。たかだか十数日間の体
験だけど、これほどの教育が他にあるのでしょうか？

知らないうちにロボット化されていくこれからの世界。
AI ではできない大切なものは「創造力＆想像力」「多様な
人とのコミュニケーション能力」「臨機応変な判断力」です。
この交流の中に全てあると体感した夏でした。ヒッポの交
流とは、人間もことばも丸ごと育てながら、いつの間にか
知らないうちに大人も子どもも共に育ちあう大きな教育だ
と思います。（I. W. さん・フェロウ／東京都 ・アチャヘ F）

イタリアイタリア

スペインスペイン

メキシコメキシコ

タイタイ ドイツドイツ

フランスフランス ベルギーベルギー

アメリカアメリカ

カナダカナダ

自分ひとりですべてをやろうとしなくていい

私はフランスのアルザス地方に 10 か月間ホームステイをして
いました。ホスト家族はみんな 3 か国語以上話せる多言語の環境
で、大学で日本文学を学んでいるお姉さんのイリスもいました。

最初から、分からないと悩んだことはありませんでした。分か
らないのは当たり前！ 1 回では覚えられないので何度も家族や友
だちに聞いているうちに、会話の中でその単語をスッと理解でき
るようになりました。また知らない単語も、赤ちゃんのように知っ
ていることばで言い換えれば言えないことはありませんでした。
フォークを持ってきてと言われたのに、スプーンを持って行って
しまったこともありましたが、そのおかげで両方を覚えられまし
た。毎朝起きるたびに「昨日の自分とは違う、分からなかったこ
とが分かるようになっている」と自分の成長を感じていました。

私は青少年交流に 2 回参加した経験がありますが、YL も根本
的には同じだと感じました。必ず辛いことが起きて、必ず落ち込
むわけではなく、どうしていいかわからない時は周りに頼れば良
いのだと思います。（S. H. さん・高２／東京都・らんらん F）

フランス

カナダ・メキシコ

●空港に到着後、お出迎えのみんなへ帰国あいさつ
（Y. A. さん・高 3／埼玉県・ことうた F）

●帰国 2 週間後の地域ワークショッ
プでの体験報告（H. M. さん・高 3
／神奈川県・のればら F）



▶ LEX America :
We are waiting for you in Boston!

今年、とても久しぶりに 25 LEX members 
from as far away as New York, Texas, 
and California joined us in Boston for 
some joyful learning, a bit of sightsee-
ing, and the incredible multilingual scav-
enger hunt created by one of our local 
families. The whole event was conceived 
by our members, and was made possible 
by their time and dedication. It was a 
wonderful 
opportuni-
ty to gath-
er in per-
son with 
some folks 
we had only known through Zoom. We 
are so excited to share this new event 
with our LEX / Hippo friends from 
around the world in 2025.  みんなで待っ
ているからね。
(Elizabeth White / Executive Director)
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|Information|
●今回で 11 回目となる若者による多言語
プレゼンテーション大会 LEX Multilingual 
Presentation for Youth Tokyo（LMP）
が 12 月のオンライン予選を経て、3 月 20
日（木・祝）に大田区民
ホール・アプリコで本選
が行われます。ただいま
チケット販売中！

● MIT のスザンヌ・フリン教授が３月に
LMP に合わせて来日予定。東京の他、広
島でも先生をお迎えしてのワークショップ
などを開催予定です。

●東大・MIT・ヒッポの共同研究プロジェ
クト第三期「多言語の脳科学」がスタート
し、ヒッポ歴 10 年以上のメンバーが参加
しての実験が始まっています。今度はどん
な展開になるのか楽しみです。

●多言語マテリアル＆書籍キャンペーンが
始まります。今回の What's New は『ヒッ
ポ海を渡るセレクション モンゴル語（ダウ
ンロード版）』です。みんなで歌おう！

▶韓国ヒッポ :
Real 방한일본청소년교류가 실현되었다

やっほー！マドンナで
す。 つ い に リ ア ル の
訪韓日本青少年交流が
できるようになりまし
た。久しぶりの交流な
ので嬉しい反面、心配もいっぱいの気持ち
で日本からグループフェロウのソフィアを
ホームステイで迎えました。ソフィアは大
阪弁が強くてとてもおもしろかった。予定
がない日は一人で “ソフィアの冒険” に出
かけたりもしていました。
ソフィアも私も長いフェロウだからか、一
緒にいると自然にヒッポの喜びやもどかし
さ、悩みなどを話し合いました。話の終わ
りにはいつも、ソフィアは「一生懸命、頑
張りましょう」と、私は「ゆっくり長くヒッ
ポを楽しむことが大切」と言いました。
いつもその時間、その場所を守るフェロウ
たち、本当に最高です。
来年の交流ではまたどんなことが起きるか
楽しみです。VIVA HIPPO!（原文韓国語／

編集部訳）

（P. J. さん・フェロウ／おしゃれF）

▶ LEX México :
Sentaki（センタキ） 是什么？

Es un juego de palabras para “井戸端会
議”。古代メキシコでは、女の人が集まっ
て洗濯をする場所があり、Lavaderosと
呼ばれていまし
た。そこではみ
んながたくさん
おしゃべりをし
ながら洗濯をし
ていました。
LEX México のセンタキは、日本の井戸端
会議のこと！でも、センタキでは何をする
の？センタキは、フェロウやメンバーが、
ヒッポを通じて体験した多言語・多文化
の経験を共有するためのオープンな場所で
す。¿Te animas a participar? 一緒にたく
さん話して楽しみましょう！
過去の配信エピソードを見たい場合は
YouTube (@LEXHIPPOMEXICO) で見るこ
とができます。ヒッポメキシコのSNSを 
フォローして、次のセンタキで私たちとつ
ながってね！
¡Vamos a disfrutar todos juntos!
(Estefania Mares / Coordinator)

カバ人のつぶやき
2023 〜 24 年の夏に 2 年連続して「沖

縄やんばる・はまばる多言語ネイチャー
キャンプ」プログラムを実施することが
出来た。以前は沖縄を訪問しても首里城
にも行かなかった私が、今やその興味深
い歴史に魅せられている。

琉球国の歴史については、悲惨な沖
縄戦や琉球処分などの近代史はみな少し
は教科書などで学んでいるのだが、500
年以上も続いた琉球国の歴史・文化を知
ることは少ない。ことばの面でも、私た
ちが興味を持つ “多言語環境” が現在で
も残っている。沖縄本島で話される “沖
縄口（ウチナーグチ）” と相当離れている
島々（沖縄島と石垣島、宮古島など）の
ことばは、お互いが全く理解できないぐ
らいに違っている。これらの言語（奄美
語、国頭語、沖縄語、宮古語、八重山語、
与那国語）は方言ではなく、違う言語と
してユネスコが 2009 年に認定した。

また、東・南アジア諸国との間を海
洋国として、何百年もの間行ったり来た
りの交易をしてきている。交易先は中国

（主に明・清）・朝鮮半島・ベトナム・タ
イ（シャム）・スマトラ・ジャワ・マラッ
カなどである。実は「万国津梁の鐘」と
いう 15 世紀半ばに琉球国王が制作させ
た梵鐘があって、その鐘に書かれている
文言（漢文）が琉球国の気概を伝える貴
重な内容なのだ。沖縄の人たちの持つ豊
かさ、逞しさ、柔軟さと、その心意気を
伝えている。それは東・南アジア交易の
“ハブ” として、長年多様な国や地域の
人々との交流や、多言語、多文化の環境
の中で培ってきたものだと思われる。

沖縄の素晴らしい大自然の中で始め
ることが出来た多言語のネイチャーキャ
ンプには台湾・台北の WEGO School か
らの参加者（小学 5 年生 25 名＋先生 2
名）があったのだが、今後もトルコ、香
港、ベトナム、韓国他からの参加希望が
寄せられている。アジアの中の “ハブ”
どころか、世界の “ハブ” のようなプロ
グラムになることが出来るのでないか
と、ワクワクしている今日この頃である。
（鈴木堅史・言語交流研究所代表理事）

| 海外ヒッポ |
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